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（はじめに）教師をめざすみなさんへ

� 東洋大学　教職センター

�

　みなさんがいま手にしている「教職パスポート」は、東洋大学で教員免許状の取得をめざす

全学生が必ず手もとに置き、学修の記録などを記載するために作られたものです。みなさんは、

入学から卒業までの４年間、この「教職パスポート」を大切にし、常に自らの教職への道を確

かなものにするために役立てて下さい。

　教員をめざそうとするみなさんは教師への道がとても険しいことを知っていると思います。

しかし、教師への道は、いまみなさんが感じているよりももっと厳しいものです。まずはこの

ことを肝に銘じて、教師をめざす覚悟をあらためて固めて下さい。

　ところで、みなさんは「ある人が教師になる」のはいつだと考えるでしょうか。教員採用試

験に合格して辞令をもらい、ある学校に配属されたときでしょうか。たしかに子どもたちは「先

生」と呼んでくれますし、法令上も教員の身分を与えられます。しかし、それだけで本当に教

師になったと言えるでしょうか。

　教師の仕事に決まったゴールはありません。常に新しい課題に直面し、仲間の教師たちとと

もに乗り越え、子どもたちに少しでもよりよい教育をする。このことに終点はありません。

　従って、教師は、職場にあっても常に勉強しつづけなければならないのです。大学で学ぶこ

とはその準備だとも言えます。

　何より教師は成長・発達しようとする子どもたちのそばで、その成長・発達を見守り、促し、

手助けをする存在です。みなさんも多くの教師と出会い、よい意味でも悪い意味でも、さまざ

まな影響を受けてきたことだろうと思います。

　教師というのは子どもの一生を大きく変えてしまうかもしれない重要な存在です。だからこ

そ教師はそれにふさわしい人間になるための努力を不断につづけていかなければならないので

す。

　教師とは、常に教師に「成り行く」存在なのではないでしょうか。教師として完成すること

はあり得ない。しかし常にそれをめざしつづけなければならない。このことはとても大変なこ

とだと思います。

　それでも、それ以上に、教師は素晴らしいやりがいのある仕事です。これからの４年間、教

師になるための準備を着実に、厳しく見つめ返しながら、そして楽しみながら進めていって下

さい。
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『教職パスポート』について

　４年次後期に必修科目として「教職実践演習」が設置されています。この科目では、４
年間の教職課程での学びを総括し、自己の適性や動機を再確認するとともに、教職資質に
ついての診断と補完を行うことになります。
　ここには無論、介護等体験や教育実習といった学外での経験・学びも含まれます。さら
には、教職の資質は大学の授業だけではなく、日常の中での人と人とのコミュニケーショ
ンや社会観察、子どもとの交流体験といった様々な要因によっても形成されるものです。
つまり、学生諸君は、より教職課程の学びに意識的になる必要があるということです。こ
のことは、教職を目指す動機や意欲のみならず、絶えず自己の適性を厳しく問い続けてい
くことが今後の教員免許取得には求められるということを意味しています。特に、本科目
が４年次後期に置かれるということの意味合いを十分に理解した上で教職課程の履修を判
断してほしいと考えます。
　また、教職課程を履修する諸君は、こうした４年間の継続的、系統的な学びの流れを目
に見える形にした『教職パスポート』を大切に保管・活用することになります。１年次後
期に配布する、この『教職パスポート』は、諸君の４年間にわたる教職課程の学びを記録
し、上に述べた課題を遂行するために活用するためのものです。紛失や破損のないよう
に、４年間自己管理を徹底してください。今後、教職関連の各種行事や授業等で記録・活
用することになります。
　この自己管理と活用が「教職実践演習」履修の条件の一つになるので大切に保管してく
ださい。
　以下、具体的に記入上の注意事項を記します。

１．修得科目の記録については、当該科目の単位修得後に記入すること。

２．�記述式の項目については、各々その記入時期、記入にあたっての注意事項が指示され
ているので、それに従って記述すること。

３．�教職資質に関する自己評価については各年度の終わりに、１年間の授業やさまざまな
活動を振り返って記入すること。

４．�この『教職パスポート』は、教職課程における４年間の学習を各自が記録し、教員に
なるための資質能力を身につけ、高めていくために活用する。保管は各自が行い、教
職関連行事には必ず持参し、記録すること。また、教員が指導に用いるため提出を求
めた場合は指示に従い提出すること。
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1.　介護等体験説明会ノート

（第１回説明会）� 日時　　年　　月　　日（　）　　時　　分～  場所 　　　　　　　　　
◎介護等体験への心構え（介護等体験の必要性、実習生として注意すべき点）

（第２回説明会）� 日時　　年　　月　　日（　）　　時　　分～  場所 　　　　　　　　　
◎介護等体験の意義（自分で考えたことを記入）

（第３回説明会）� 日時　　年　　月　　日（　）　　時　　分～  場所 　　　　　　　　　
◎介護等体験までの準備と計画（自分で考えたことを記入）

◎今後の事務手続・注意事項
川越教学課への提出物・手続（提出したらチェック）
□　介護等体験申込書	 期限：　　　　　月　　　日
□　介護等体験料・保険料の納入	 期限：　　　　　月　　　日
□　介護等体験日誌	 期限：　　　　　月　　　日

社会福祉施設・特別支援学校への提出物（提出したらチェック）
□　自己紹介票または学生個人票	 期限：　　　　　月　　　日
□　健康診断書（該当者のみ）	 期限：　　　　　月　　　日
□　細菌検査結果（該当者のみ）	 期限：　　　　　月　　　日
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2.　教育実習事務手続説明会ノート

（事務手続説明会）日時　　年　　月　　日（　）　　時　　分～  場所 　　　　　　　　
◎教育実習への心構え（自分で考えたことを記入）

◎教育実習を見据えた自己の課題（自分で考えたことを記入）

◎今後の事務手続・注意事項
川越教学課への提出物・手続（提出したらチェック）
□　教育実習予定校届
□　実習生登録票のコピー	 期限：　　　　　月　　　日
□　（都内公立校のみ）希望調書の提出	 期限：　　　　　月　　　日

各自しなければならないこと（実施したらチェック）
□　実習校への電話	 実施日：　　　　月　　　日
□　実習校への訪問	 実施日：　　　　月　　　日
□　（都内公立校を除く）内諾書（日程）の確認	 実施日：　　　　月　　　日
□　（都内公立校のみ）受入可否の確認	 実施日：　　　　月　　　日
□　麻疹の抗体検査	 実施日：　　　　月　　　日

7



5

3.　教育実習直前説明会ノート

（実習直前説明会）� 日時　　年　　月　　日（　）　　時　　分～  場所 　　　　　　　　
◎教育実習の注意事項

◎教育実習当日までの事前準備と計画（自分で考えたことを記入）

◎事務連絡について

◎今後の事務手続・注意事項
川越教学課への提出物・手続（提出したらチェック）
□　受入承諾書（教育実習期間）の確認	 実施日：　　　　　月　　　日
□　教育実習料の納入	 期　限：　　　　　月　　　日
□　誓約書の提出	 期　限：　　　　　月　　　日
□　教育実習日誌の提出	 期　限：　　　　　月　　　日
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編
成
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

道
徳
教
育
・
特
別
活
動

道
徳
教
育
・
特
別
活
動
の
指
導
法
や
内
容
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
指
導
法
や
内
容
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

情
報
機
器
の
活
用

情
報
教
育
機
器
の
活
用
に
係
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

学
習
指
導
法

学
習
指
導
法
に
係
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

教
育
実
践

教
材
分
析
能
力

教
材
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

授
業
構
想
力

教
材
研
究
を
生
か
し
た
社
会
科
の
授
業
を
構
想
し
、
子
ど
も
の
反
応
を
想
定
し
た
指
導
案
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

教
材
開
発
力

教
科
書
に
あ
る
題
材
や
単
元
等
に
応
じ
た
教
材
・
資
料
を
開
発
・
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

授
業
展
開
力

子
ど
も
の
反
応
を
生
か
し
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

表
現
技
術

板
書
や
発
問
、
的
確
な
話
し
方
な
ど
授
業
を
行
う
上
で
の
基
本
的
な
表
現
の
技
術
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
か
。

教
科
の
指
導
力

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

学
級
経
営
力

学
級
経
営
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

生
徒
理
解
や
学
級
経
営

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

課
題
探
求

課
題
認
識
と
探
求
心

自
己
の
課
題
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
に
む
け
て
、
学
び
続
け
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

生
徒
理
解
や
学
級
経
営

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

教
育
時
事
問
題

い
じ
め
、
不
登
校
、
特
別
支
援
教
育
な
ど
の
学
校
教
育
に
関
す
る
新
た
な
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
な
り
に
意
見
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

１
）
こ
の
教
職
パ
ス
ポ
ー
ト
（
自
己
評
価
シ
ー
ト
）
は
、
教
職
に
関
す
る
４
年
間
の
学
び
を
振
り
返
り
、
教
職
に
必
要
な
資
質
能
力
に
関
し
て
自
己
評
価
を
記
入
す
る
も
の
で
す
。

２
）
授
業
で
学
ぶ
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
の
項
目
に
記
入
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
介
護
等
体
験
や
教
育
実
習
等
の
ほ
か
、
自
主
的
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
登
録
し
て
で
き
る
だ
け
継
続
的
に
学
校
現
場
と
関
わ
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。

記
入
に
あ
た
っ
て
の
諸
注
意

５　 十 分 に で き て い る

４　 で き て い る

３　 や や 不 足 し て い る

２　 大 い に 不 足 し て い る

１　 学 習 ・ 経 験 し て い な い

自
己
評
価
シ
ー
ト

中
学
校
・
高
等
学
校
用

9



7

【教育の基礎的理解に関する科目等】の履修状況　（中学校・高等学校）

免許法施行規則に

定める科目区分　 授業科目名
単
位
※修得
　学年

担当教員名
評
価

自己評価

教育の基礎
的理解に関
する科目

教育基礎論 2

教職概論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

特別支援教育
基礎論

2

教育課程論 2

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

道徳教育論 2

特別活動と総
合的な学習の
時間の指導法

2

教育方法の理
論と実践
（情報通信技
術を含む）

2

生徒指導論
（進路指導論
を含む）

2

教育相談 2

※科目等履修生については修得年度を記入すること。

10



98

免許法施行規則に

定める科目区分　 授業科目名
単
位
※修得
　学年

担当教員名
評
価

自己評価

教育実践に
関する科目

教育実習Ⅰ
（事前・事後指
導を含む）

5

教育実習Ⅱ
（事前・事後指
導を含む）

3

教職実践演習
（中・高）

2

※科目等履修生については修得年度を記入すること。

11



9

【教科及び教科の指導法に関する科目】の省察記録（　数学　）
取得希望免許状に□：　□中学校一種数学　　□高等学校一種数学

教科に関する科目の区分

左記科目区分に対する自己省察メモ　※修得科目名も記入すること免許法施行規則
に定める科目区分

中
学校

高等
学校

代数学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

幾何学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

解析学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

「確率論、統計学」 ○ ○

第１・２年次：

第３・４年次：

コンピュータ ○ ○

第１・２年次：

第３・４年次：

各教科の指導法
（情報通信技術
  の活用を含む。）

○ ○

第１・２年次：

第３・４年次：

12



10 11

【教科及び教科の指導法に関する科目】の省察記録（　理科　）　1/2 頁
取得希望免許状に□：　□中学校一種理科　　□高等学校一種理科

教科に関する科目の区分

左記科目区分に対する自己省察メモ　※修得科目名も記入すること免許法施行規則
に定める科目区分

中
学校

高等
学校

物理学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

物理学実験（コン
ピュータ活用を含
む。）

○

第１・２年次：

第３・４年次：

化　学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

化 学 実 験（ コ ン
ピュータ活用を含
む。）

○

第１・２年次：

第３・４年次：

生物学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

13



11

【教科及び教科の指導法に関する科目】の省察記録（　理科　）　2/2 頁
取得希望免許状に□：　□中学校一種理科　　□高等学校一種理科

教科に関する科目の区分

左記科目区分に対する自己省察メモ　※修得科目名も記入すること免許法施行規則
に定める科目区分

中
学校

高等
学校

生物学実験（コン
ピュータ活用を含
む。）

○

第１・２年次：

第３・４年次：

地　学 ○ ○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

地 学 実 験（ コ ン
ピュータ活用を含
む。）

○

第１・２年次：

第３・４年次：

「物理学実験（コン
ピュータ活用を含
む。）、化学実験（コ
ンピュータ活用を
含む。）、生物学実
験（コンピュータ
活用を含む。）、地
学実験（コンピュー
タ活用を含む。）」

○

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

各教科の指導法
（情報通信技術
  の活用を含む。）

○ ○

第１・２年次：

第３・４年次：

14



12 13

【教科及び教科の指導法に関する科目】の省察記録（　情報　）
取得希望免許状：高等学校一種情報

教科に関する科目の区分

左記科目区分に対する自己省察メモ ※修得科目名も記入すること免許法施行規則
に定める科目区分

情報社会及び情報
倫理

第１・２年次：

第３・４年次：

コンピュータ及び
情報処理（実習を
含む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

情報システム（実
習を含む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

情報通信ネット
ワーク（実習を含
む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

マルチメディア表
現及び技術（実習
を含む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

情報と職業

第１・２年次：

第３・４年次：

各教科の指導法
（情報通信技術
  の活用を含む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

15



13

【教科及び教科の指導法に関する科目】の省察記録（　工業　）
取得希望免許状：高等学校一種工業

教科に関する科目の区分

左記科目区分に対する自己省察メモ ※修得科目名も記入すること免許法施行規則
に定める科目区分

工業の関係科目

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

職業指導

第１年次：

第２年次：

第３年次：

第４年次：

各教科の指導法
（情報通信技術
  の活用を含む。）

第１・２年次：

第３・４年次：

16



14 15

【教育職員免許法施行規則第 66条の 6】

免許法施行規則に定める
科目区分 左記科目区分に対する自己省察メモ ※修得科目名も記入すること

日本国憲法

体　　育

外国語コミュニケーション

数理、データ活用及び人工
知能に関する科目又は情報

機器の操作

17



1515

■中間点検　　これまでの教職課程の学びを振り返って
　（必ず各 400 字以上記入すること）

１．この２年間の教職課程で学んだこと（履修した各科目を振り返って、具体的に記入する）

２．教職資質の自己点検（教職への意欲も含めて現時点での教職の適性について自己診断をする）

教員確認印

◀200

◀400

◀200

◀400

18



16

３．後半２年間の展望と課題（これからはじまる授業や、教育実習に向けての自己の課題を具体的に述べる）

◀400

◀200

◀400

19



17

■介護等体験の記録
介護等体験を振り返り、体験をとおして学んだことを各 300 字程度でまとめてください。
※単なる感想ではなく、自己の取り組みを評価するつもりで、体験内容や反省を具体的に書くこと。

介護等体験の免除対象者は該当するものに□してください。
□ 取得希望免許状が高等学校のみの学生
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

特別支援学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◎体験期間　　　　　　年　　　月　　　日 〜 　　　　　年　　　月　　　日（　　日間）

社会福祉施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◎体験期間　　　　　　年　　　月　　　日 〜 　　　　　年　　　月　　　日（　　日間）

◀400

◀200

◀400

20



18

■教育実習の記録
教育実習を振り返り、実習をとおして学んだことを 300 字程度でまとめてください。
※単なる感想ではなく、自己の取り組みを評価するつもりで、実習内容や反省を具体的に書くこと。

学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◎実習期間　　　　　　年　　　月　　　日 〜 　　　　　年　　　月　　　日（　　週間）

自己評価

21



19

■「教職実践演習」を履修するにあたって
※４年次前期終了後に記入。これまでの学びを総括し自己の適性や課題について考える。
　　　　　　　　　　　　　（必ず 500 字以上記入すること）

 ※「教職実践演習」担当教員 講評

担当教員名　　　　　　　　　　　　　　印　　

◀200

◀400

◀500

◀600

22


